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おお消安第 8377号圏

北海遊知考察殿

13 16月2年23平成

致事務用食物学的製剤検定基準の一部改五三宅撃について

今般、 f動物舟生物学約製剤検定基準J(平成 14年 10)33日農林水産省告

~示第  1568号)、「動物用医薬品の検定手数料放ぴに試験品及び出願者の保存

用品主して抜き取らせるばき数量を定めるを事の件J(平成 17年 3月 18臼農

林*滋省、告示賀~ 516号)の一部が別紙 1及び別紙 2のとおり改玉されました

ーので、主員・斤'.1こ備え僚いで縦覧願います。

こtきらの改蕊に伴い「薬事法関係事務の取扱いについてJ(乎成 12年 3月 

3'1日付け 12遊ぶ第 729号農林水産省密接局災滋知}の…部をlllJ紙 3のと

おり改正することとしましたので、害報了知綴います。
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「総理事法関係毒事務の取扱いについて� J (平成 12年 3 月 31 日付け 12 議A第 729 母屋義林水産道~ì!器産主路長i霊知)

{下線部i立改亙による変更鎧所}� 
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